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このノートが役立つこと
①�このノートは、どの様に年令を重ねてきたかを振り返りつつ、これからの人生をどの
様に生きていきたいか、考えていくきっかけにしていただきたいと思います
②�このノートを書くことによって遺言や相続、将来成年後見制度を利用する際の準備に
なります
③緊急時の備忘録として役立ちます

使 い 方
①�書けるところから書き始めましょう
②�自由に書き直しましょう
③保管場所に気をつけましょう
④�書いたことにより家族や関係者ともめてしまうことがあるので、状況により書かない
ほうが良いこともあります
　（例：「お金・財産について」、「遺言書・相続について」）

は じ め に

　このノート（大学がつくったエンディングノート簡易版）は、
ご自分の大切なことを整理するために役立てて下さい。きっと、
これから生きていくための力になるでしょう。
　そして、このノートは、あとに残された方々にはとても役に立
つものです。
　折にふれ、気のついたところから書いていくようにしましょう。
　気持ちが変わったり、内容が別のものになったときには、訂正
しておいてください。

　このノートを書いてゆくと、意味がわからない言葉がでてきた
り、ご自身の気持ちをどのように書き表したらわかってもらえる
かなど、いろいろな問題が出てくるでしょう。
　そのようなときのためにも、実際に気楽に相談できる方を見つ
けておくことをお勧めします。専門家の意見を聞くこともよいで
しょう。

　このノートが皆様の生活のお役に立つことを願っています。
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身体について2.

ふりがな

名　前 旧　姓

生年月日 年　　　　　　月　　　　　日 出身地

本籍地

現住所
〒

電話番号 携帯電話番号

身　長 cm 体　重 kg

血液型 型　RH（＋・−）
制限されて
いる食べ物

好きな
食べ物

嫌いな
食べ物

アレルギー
（食品、その他） な　し　 あ　り　 具体的に

① 基本情報

② かかりつけ病院（診療所）・歯科医
病院名 担当医 電　話

　（　　　　）　
通院目的
（疾患名） 通院頻度  週  月  年�

回

　（　　　　）　
通院目的
（疾患名） 通院頻度  週  月  年�

回

　（　　　　）　
通院目的
（疾患名） 通院頻度  週  月  年�

回

　（　　　　）　
通院目的
（疾患名） 通院頻度  週  月  年�

回

　（　　　　）　
通院目的
（疾患名） 通院頻度  週  月  年�

回

私について1.
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どこで

自由記入欄

どのように

病名も余命も聞きたくない　 病名も余命も事実を正確に伝えて欲しい
病名は聞いておきたいが、明確な余命は聞きたくない
まだ決めかねている

出来る限りの延命措置をして欲しい	 全ての延命治療を拒否する
助かる見込みがない場合、延命治療はして欲しくない　
痛みのケア（緩和ケア）はして欲しい	 わからない

ない　 ある（ 誰と：� ）

特に希望はない　 その他（� ）

③ もし、重大な病気になったら、告知を希望しますか。

④ 将来『延命治療』が必要になった時の希望について、誰かと話したことはありますか。

⑤ 延命治療について、今のあなたの考えをお書きください。

⑥ どのような最期を望んでいますか。

ない　 ある（ 誰と：� ）

できれば配偶者に介護して欲しい　 できれば子どもに介護して欲しい
できれば（� ）に介護して欲しい
プロのヘルパーや介護サービスを受けたい
特に希望はないので家族に任せる
その他（� ）

⑦ 介護が必要になった時について、誰かとお話ししたことはありますか。

⑧ 誰に介護して欲しいですか。

自由記入欄

自由記入欄



3

家族・親族・友人について3.

名 前 関 係年　　 月　　 日生年月日

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係年　　 月　　 日生年月日

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係年　　 月　　 日生年月日

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係年　　 月　　 日生年月日

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係年　　 月　　 日生年月日

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係年　　 月　　 日生年月日

住 所 電話番号
〒

① 家族・親族（緊急時に連絡する人の名前に◯印）

できるだけ住み慣れた自宅で介護して欲しい
できれば家族・親族（� ）宅で介護して欲しい
病院や施設で介護して欲しい
利用したい病院・施設がある

	 （名前：　　　　　　　　　　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　連絡先：　　　　　　　　　　　）
特に希望はない
その他（� ）

⑨ どこで介護を受けたいですか。

自由記入欄

父

母

配偶者
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名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

名 前 関 係

住 所 電話番号
〒

② 友　人（緊急時に連絡する人の名前に◯印）
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お金・財産について4.
資産状況（現在の状況をご記入ください）

金融機関名 支店 金融機関名 支店

証券会社 支店 種類 連絡先

種類 保険者 記号・番号

年金の種類 年金番号 振込金融機関

① 預貯金

② 有価証券

③ 所有不動産

④ 健康保険証・後期高齢者医療保険証・介護保険証

⑤ 公的年金・企業年金・個人年金など

⑥ 生命保険・各種保険・互助会

⑦ ローン・キャッシング

種類（家屋・土地） 住所 持ち分（単独・共有） 備考

家屋  ・  土地 単独  ・  共有

家屋  ・  土地 単独  ・  共有

あり　 なし

あり　 なし

あり　 なし

借入先（銀行・知人・カード会社など） 備考（用途など）
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葬儀・お墓について5.

遺言書・相続について6.

遺言書を作成している
	 自筆証書　 公正証書　 その他（ � ）

（ 遺言書作成日：　　　　  年　　　月　　　日	 保管場所：� ）

決めていない
決めている（以下のとおり）

（ 氏名：　　　　　　　　　関係：　　　　　　　　　職業：� ）
（ 連絡先・住所：� ）

作成する予定はない（ 理由：� ）
今後作成したい

いいえ　
はい（ 宗教・宗派：	 連絡先：� ）

ない　　
ある（ 場所：	 連絡先：� ）

いいえ　
はい（ 具体的に：� ）

入っていない　
入っている（ 団体名：	 連絡先：� ）

① 葬儀への希望（どんな葬儀にして欲しいか）

① 遺言書を作成している。

遺言執行者（遺言書を作成している場合）

② 遺言書を作成していない。

② 葬儀の宗教について

③ お墓はありますか。

④ お墓で困っていることはありますか。

⑤ 互助会に入っていますか。
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その他7.

記入日：　　　　　　年　　　月　　　日　　署名：　　　　　　　　

配偶者　　
子ども（ 続柄：	 名前：� ）
その他親族（ 続柄：	 名前：� ）
信頼できる専門家

（ 名前：		  職業：� ）
（ 住所：		  電話：� ）

その他（� ）

④ 判断能力が低下した場合（認知症など）財産の管理は誰に頼みたいですか。

① 生前整理について

② ペットについて

整理したい物

生前整理はしない
生前整理をしたい

名　前 性　別

生年月日 年　　　　　月　　　　日 種　類

面倒が見られなくなったときの対応
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祖　父

父

祖　母

第三順位

第二順位

兄弟姉妹が死亡している場合は、おい・めいに

父母が死亡している場合
は、祖父母に

※�第一順位が全くいない場合は、第二順位が、第一、第二順
位が全くいない場合は、第三順位がそれぞれ相続人になる

記入例
※�すでに死亡した人には名前の
横に×印を入れ、死亡年月日を
記入しておきましょう。

兄弟姉妹

横浜商子
（死亡年月日）

おい・めい おい・めいおい・めいおい・めい

兄弟姉妹

配偶者

兄弟姉妹

配偶者

兄弟姉妹

配偶者

兄弟姉妹

配偶者

③ 家 系 図
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祖　父

母

祖　母

あなた前配偶者 配偶者

第一順位 子どもが死亡している場合は孫、ひ孫に

配偶者は、常に相続人になる

①子ども

配偶者

②子ども

配偶者

④子ども

配偶者

③子ども

配偶者

②子ども

配偶者

①子ども

配偶者

孫 孫 孫 孫 孫 孫
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注 意 点
◦�このノートには法的な効力はありません。法的な手続き等は専門家（弁
護士、司法書士、行政書士等）にご相談ください

◦�お金・財産について、遺言書・相続については、コピーをして記入し、
特別な場所に保管することをお勧めします

このエンディングノート簡易版は、横浜商科大学のホームページ
（http://www.shodai.ac.jp）からダウンロードできます


